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同人雑誌紹介

個
々
が
独
特
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
す

福
岡
県

2期にわたる文芸活動2期にわたる文芸活動

一
、
【
初
期
「
海
」
】
の
終
刊
と
【
『
海
』
第
二
期
】
の
誕
生

『
海
』
第
二
期
の
創
刊
は
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
六
月
で

あ
る
。
ど
う
し
て
第
二
期
の
誕
生
と
な
っ
た
の
か
。

　

初
期
「
海
」
は
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
九
月
、
詩
人
の

織
坂
幸
治
が
編
集
発
行
人
と
な
り
創
刊
し
、
以
後
二
十
二
年
の
間
に

第
六
十
七
号
ま
で
を
刊
行
し
た
。　

　

常
に
同
人
・
会
員
三
十
人
以
上
が
集
う
意
気
盛
ん
な
「
熱
い
思
い

の
文
学
を
語
る
誌
」
で
あ
っ
た
が
、
第
六
十
五
号
（
二
〇
〇
七
年

十
二
月
）
刊
行
時
に
一
挙
に
二
十
人
近
く
が
去
る
、
と
い
う
大
時
化

に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
あ
た
り
の
い
き
さ
つ
は
、
当
時
十
五
年
も
在

籍
し
て
い
な
が
ら
、
私
に
も
経
緯
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
二
号

後
の
第
六
十
七
号
（
二
〇
〇
八
年
十
二
月
）
を
も
っ
て
、
「
海
」
は

設
立
の
目
的
を
達
成
し
た
と
発
表
し
、
終
刊
と
な
っ
た
。

　

遠
浅
の
砂
場
で
、
の
ん
び
り
見
物
を
決
め
込
ん
で
い
た
私
が
我
に

返
っ
た
の
は
、
「
発
表
の
場
が
な
く
な
っ
た
の
だ
」
と
い
う
こ
と
に

気
付
い
て
、
「
ど
う
し
よ
う
？
」
と
砂
場
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
始
め

た
の
だ
っ
た
。
そ
ん
な
動
き
を
（
私
よ
り
よ
く
知
る
）
発
行
所
で
あ

る
花
書
院
社
長
の
仲
西
佳
文
が
、
織
坂
や
、
残
っ
た
私
た
ち
数
人
を

と
り
ま
と
め
る
形
で
、
相
談
の
場
を
設
定
し
て
く
れ
た
。

　

最
初
は
気
乗
り
の
し
な
い
態
で
あ
っ
た
織
坂
も
、
数
度
の
話
し
合

い
の
挙
句
、
「
や
り
た
け
れ
ば
、
や
れ
ば
い
い
。
た
だ
し
、
君
が

全
部
や
れ
」
と
、
私
を
指
名
し
た
の
だ
っ
た
。
是
非
は
と
も
か
く
、

『
海
』
は
第
二
期
（
を
名
乗
る
こ
と
を
織
坂
が
了
承
）
と
し
て
、
九

人
の
少
数
で
船
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

話
を
初
期
「
海
」
に
戻
す
。
そ
れ
に
は
、
織
坂
幸
治
と
い
う
「
詩

魂
の
人
物
」
を
語
ら
ね
ば
始
ま
ら
な
い
。

　

織
坂
は
、
予
科
練
に
入
隊
し
た
が
、
や
が
て
終
戦
と
な
り
、
十
六

歳
で
右
足
首
負
傷
の
傷
痍
軍
人
と
し
て
帰
還
し
た
。
西
南
学
院
に
復

学
し
た
も
の
の
、
昼
夜
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
酒
と
喧
嘩
に
明
け
暮
れ
た
。

も
と
も
と
読
書
好
き
で
あ
り
、
古
本
屋
で
織
田
作
之
助
、
太
宰
治
、

坂
口
安
吾
な
ど
に
出
会
い
、
作
家
に
な
ろ
う
と
三
人
の
字
を
一
字
ず

　

海海
　
第
二
期

「海」創刊号（1987年 9月）

歴史に根ざす表現歴史に根ざす表現

『海』第二期同人。左から、上水、高岡、仲西、有森、井本
（2017 年 3月）　　　右は「評伝・人間織坂孝治」（井本元義著）

つ
も
ら
い
、
織
坂
幸
治
と
自
ら
名
乗
っ
た
。

　

以
降
、
織
坂
は
作
家
と
し
て
と
い
う
よ
り
、
詩

人
と
し
て
の
道
を
歩
み
出
し
た
。
仕
事
は
、
本
の

卸
、
印
刷
会
社
、
屋
台
引
き
、
映
画
配
給
会
社
、
看

板
屋
等
々
を
経
て
、
十
年
務
め
た
電
通
を
退
社
し
、

四
十
四
歳
で
「
珈
琲
亭
ぼ
ん
く
ら
」
を
開
い
た
。

　

当
時
、
「
博
多
春
秋
」
か
ら
の
エ
ッ
セ
イ
の
依
頼

が
あ
り
、
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
も
務
め
、
詩
人
と
し
て
の
力

を
着
実
に
蓄
え
て
い
っ
た
。
「
ぼ
ん
く
ら
」
に
は
、
能
古
島
に
住
む

檀
一
雄
も
訪
れ
た
。

　

檀
亡
き
後
、
文
学
記
念
碑
建
立
の
計
画
が
出
て
、
檀
を
無
二
の
人

と
尊
敬
す
る
織
坂
は
奔
走
し
た
。
一
九
七
七
年
に
碑
が
建
立
さ
れ
、

「
第
一
回
花
逢
忌
」
と
な
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。

　

「
ぼ
ん
く
ら
」
は
、
文
学
青
年
淑
女
の
集
ま
り
の
場
と
な
り
、
熱

心
な
文
学
談
義
が
交
わ
さ
れ
た
。
織
坂
は
、
一
九
八
七
年
、
同
人
誌

の
発
行
を
決
心
し
た
。
名
前
は
「
海
」
で
あ
る
。
【
海
は
見
知
ら
ぬ

世
界
へ
の
道
で
あ
り
、
憧
れ
と
ロ
マ
ン
の
象
徴
】
で
あ
る
と
し
た
。

「
評
論
と
詩
」
を
主
体
と
す
る
と
い
う
、
こ
の
「
海
」
の
趣
旨
に
賛

同
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
荒
木
力
、
山
口
要
、
柿
添
元
、
黄
村
葉
、
月

岡
祥
郎
、
兼
川
晋
、
宝
生
房
子
、
徳
永
恭
子
、
上
野
真
子
、
田
代
茂

な
ど
だ
っ
た
。
後
に
、
有
森
信
二
、
杉
山
武
子
、
長
野
秀
樹
、
武
田

芳
明
、
牧
草
泉
、
赤
松
健
一
ら
が
加
わ
っ
た
。

「
海
」
の
合
評
会
の
熱
は
常
に
沸
騰
し
、
二
次
会
、
三
次
会
ま
で
引

織
坂
幸
治
の
言
葉
　
「
人
間
は
躓
つ
ま
ず
く
こ
と
な
し
に
自
己
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

意
識
も
ま
た
躓
く
こ
と
な
し
に
、
言
葉
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
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き
摺
る
と
い
う
凄
ま
じ
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
「
ノ
ー
サ
イ
ド
の
美

学
が
根
底
に
あ
り
」
と
殆
ど
の
場
合
、
ス
マ
ー
ト
に
散
会
し
た
。

「
海
」
か
ら
は
、
次
々
に
福
岡
市
文
学
賞
受
賞
者
が
出
た
。
詩
で
山

口
、
荒
木
、
月
岡
、
上
野
、
評
論
で
織
坂
、
杉
山
、
小
説
で
有
森
で

あ
る
。

　

織
坂
は
、
「
言
葉
は
、
人
間
に
と
っ
て
風
景
で
あ
る
」
に
始
ま
る

「
言
語
風
景
論
」
を
二
十
二
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
が
、
古
典
、

古
今
東
西
文
学
、
古
代
イ
ン
ド
、
中
国
、
聖
書
、
現
代
文
学
に
い
た

る
ま
で
の
多
く
の
資
料
に
学
び
、
真
摯
に
考
察
し
た
人
間
論
で
あ
る
。

と
も
か
く
、
織
坂
の
「
海
」
の
統
率
力
と
真
剣
さ
は
と
う
て
い
真
似

る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
織
坂
自
身
多
数
の
本
も
著
し
た
。

二
、
『
海
』
第
二
期
の
歩
み
と
今
後

　

第
二
期
を
あ
ず
か
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
何
か
ら
と
り
か
か
る
べ

き
か
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、
文
学
・
文
芸

を
ま
と
も
に
語
れ
る
自
分
が
い
な
い
。
と
な
れ
ば
と
、
ま
ず
「
形
か

ら
入
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
た
。
電
子
情
報
の
活
用
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
、
編
集
作
業
の
自
前
化
、
個
々
に
は
過
度
に
干
渉
し

な
い
、
と
い
う
他
愛
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

原
稿
の
作
成
・
送
付
・
校
正
な
ど
は
電
子
メ
ー
ル
を
用
い
る
こ
と

を
原
則
と
し
、
市
販
の
編
集
ソ
フ
ト
の
や
り
方
に
な
ら
っ
て
編
集
担

当
者
が
「
印
刷
用
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
割
り
付
け
る
。
事

務
連
絡
や
外
部
か
ら
の
評
な
ど
の
内
部
へ
の
伝
達
も
「
交
流
掲
示

同人雑誌紹介「発・自・安」「発・自・安」

板
」
に
よ
り
行
う
。
編
集
委
員
会
制
度
を
生
き
た
も
の
に
す
る
。

　

言
う
な
れ
ば
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
な
る
。
そ
れ
ら
が
一
朝
一
夕
に

で
き
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
こ
れ
が
ベ
ス
ト
だ
と
も
思
っ
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
精
力
を
注
い
だ
の
は
、
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
他
誌
へ
の

参
加
を
可
に
し
、
文
学
賞
な
ど
へ
の
応
募
も
呼
び
か
け
た
。

　

次
に
、
「
表
現
す
る
、
発
表
す
る
、
到
達
す
る
、
生
涯
現
役
、
山

を
移
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
設
け
、
【
理
念
、
指
標
な
ど
】
と

し
て
、
「
一
、
海
は
文
芸
作
品
を
発
表
す
る
場
で
あ
る
。
二
、
海
は

作
品
を
、
広
く
遠
く
に
運
ぶ
場
で
あ
る
。
三
、
海
は
文
芸
を
志
す
者

同
士
の
交
歓
の
場
で
あ
る
。
四
、
海
は
生
涯
に
わ
た
り
文
芸
に
か
か

わ
っ
て
い
く
た
め
の
場
で
あ
る
。
五
、
海
は
同
人
個
々
を
も
っ
て
主

人
公
と
す
る
。
六
、
海
は
文
芸
を
志
す
者
に
、
広
く
門
戸
を
開
放
す

る
」
と
い
う
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
目
標
を
掲
げ
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
考
え
は
極
め
て
シ
ン
プ
ル
で
、
「
自
由
に
表
現
し
、
発 『海』第二期創刊号（2009 年 6月）

表
す
る
、
安
価
で
」
を
目
指
し
、
自
ら
「
発
自
安
」
と
呼
ん
で
い
る
。

『
海
』
第
二
期
の
発
行
は
第
二
十
六
号
（
「
通
巻
第
九
十
三
号
」
）

を
数
え
、
個
々
の
向
上
意
識
の
変
化
が
発
行
毎
に
感
じ
と
れ
る
。
そ

れ
は
、
優
れ
た
書
き
手
が
加
わ
り
、
そ
の
存
在
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る

と
い
う
、
初
期
「
海
」
以
来
の
「
真
剣
に
憧
れ
と
ロ
マ
ン
を
求
め
」

新
た
な
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
よ
う
と
す
る
、
【
独
特
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
考
え
】
が
生
み
出
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
構
成
員
は
、
赤
木
健
介
、
有
森
信
二
、
井
本
元
義
、
上
水

敬
由
、
川
村
道
行
、
笹
原
由
理
、
神
宮
吉
昌
、
高
岡
啓
次
郎
、
仲
西

佳
文
、
長
野
秀
樹
、
牧
草
泉
、
群
青
（
五
十
音
順
）
と
い
う
少
数
で

は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
量
は
水
準
以
上
で
あ
る
と
見
て
い
る
。

　

紙
幅
の
関
係
も
あ
る
の
で
三
人
に
限
定
し
、
実
績
を
挙
げ
て
み
た

い
。
な
お
今
後
は
、
他
誌
と
の
垣
根
を
な
く
し
、
個
々
の
実
績
を
よ

り
伸
ば
し
、
さ
ら
に
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
願
っ
て
い
る
。

〇
井
本
元
義

　

専
門
は
詩
で
あ
り
、
作
品
の
鮮
や
か
さ
に
は
目
を
瞠み

は

る
。
小
説
は

二
十
代
に
新
潮
新
人
賞
佳
作
を
得
た
が
、
家
事
都
合
に
よ
り
中
断
。

最
近
に
な
っ
て
始
め
た
と
い
う
が
、
詩
人
の
言
語
感
覚
が
巧
み
に
生

か
さ
れ
、
深
い
心
情
の
表
現
が
で
き
る
。

　

主
な
賞
歴
・
ま
ほ
ろ
ば
賞
（
第
九
回
「
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ
」
）
、

新
潮
新
人
賞
佳
作
、
福
岡
市
文
学
賞
、
フ
ラ
ン
ス
語
俳
句
入
選
な
ど

〇
高
岡
啓
次
郎

　

斬
新
な
切
り
口
の
、
か
つ
、
展
開
の
鮮
や
か
な
小
説
を
多
産
す
る
。

『
海
』
第
二
期

実績ある作家たち実績ある作家たち

　

主
な
賞
歴
・
銀
華
文
学
賞
特
別
賞
（
第
十
回
「
凍
裂
」
）
、
立
川

文
学
賞
市
長
特
別
賞
、
北
九
州
文
学
協
会
文
学
賞
小
説
部
門
大
賞
、

長
塚
節
文
学
賞
優
秀
賞
な
ど

〇
笹
原
由
理

　

専
門
は
詩
で
あ
り
、
作
品
は
四
行
な
い
し
五
行
と
い
う
短
い
も
の

で
あ
る
が
、
宇
宙
空
間
を
見
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、

繊
細
で
深
い
内
容
を
表
現
す
る
。

　

主
な
賞
歴
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
展
に
毎
年
の
よ
う
に
入
選　

　
（
文
責
／
有
森
信
二
）
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井本の「まほろば賞記念ランプ」
（2015 年）
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